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42 年間の会社生活を振り返って 
— 手ブレ補正技術の開発史 — 

                      

林 孝行（昭 57 機械） 

      

2024 年末をもって 42 年間の会社生活を終えましたので、その歩みを振り

返ってみたいと思います。 

1982 年、松下電器産業株式会社（現・パナソニック ホールディングス株式

会社）無線研究所に配属後、現在では撮影機器には必須機能となっている手ブレ

補正技術の開発に初期の段階から参画しました。手ブレに関する基礎データの

取得からスタートし、6 年間にわたる要素技術開発および製品開発を経て、

1988 年に世界で初めて光学式手ブレ補正機能を搭載した VHS カムコーダー

「PV-460」（Fig.1）を発売することができました。 

その後、製品化には至りませんでしたが、家庭用アナログハイビジョンVTR や放送用デジタルハイビジ

ョン VTR の機構開発を担当。199５年からデジタルビデオカムコーダー（DVC）向けの光学式手ブレ補

正技術の開発に着手し、1999 年 3 月には、レンズユニット内の一部のレンズを

上下左右に駆動して手ブレを補正する「インナーレンズシフト方式」により小型化

を実現した光学式手ブレ補正機構に加え、リニアモーターによる高速 AF 機構やエ

ンコーダー搭載ステッピングモータの開発により実現した高速ズーム駆動機構を

搭載した「NV-DS9」（Ｆｉｇ．２）を発売しました。 

さらに、ビデオカメラの開発と並行して、デジタルスチルカメラ（DSC）用レン

ズの要素技術開発に着手しました。当時、“市場参入としては 3 周遅れ”とも言わ

れていた状況の中、2002 年 12 月には、世界初の全域F  ・12 倍ズームの光学

式手ブレ補正機能付きデジタルカメラ「DMC-FZ1」(Fig.3)を発売。翌2003 年に

は、コンパクトタイプとして初めて光学手ブレ補正機能を搭載したモデル「DMC-

FX1／FX5」（Fig.４)を発売。 

これを契機に、LUMIX 全機種に光学式手ブレ補正を搭載する方針となり、事業部門

と密に連携しながら、他社に先んじた先行開発を担当してきました。  

２００８年8 月には、従来のフォーサーズ規格をベースに、

ミラーレス構造による小型軽量化を追求したマイクロフォー

サーズ規格をオリンパス（株）と共同策定・発表し、同年 10

月に、世界初のミラーレスデジタル一眼 「LUMIX DMC-G1」（Fig.５)を発売。こ

れを契機にミラーレス化が進み、現在では、ほとんどのデジタル一眼カメラがミラ

ーレス化していることは広く知られているとおりです。 

 

このような開発の歴史の中で、世界初の光学式手ブレ補正技術の開発についてもう少し振り返ってみた

いと思います。1980 年代、カメラ機能としては、オートフォーカスの民生用カメラへの搭載が始まった

時期であり、撮像デバイスも撮像管からMOS/CCD へ、制御技術はアナログからマイコン制御へと移行す

るなど、まさに技術のパラダイムシフトが起きていました。 

そのような中、手ブレ補正技術の研究開発は、198２年に先輩社員がハワイ旅行のドライブで助手席か

らビデオ撮影している友人の姿を見た際、カメラの揺れが腰を中心にした回転運動であることに気づきま

した。カーナビ用のジャイロセンサの検討していた先輩は、「手ブレ＝腰の回転＝ジャイロ」と着想し、そ

こから手ブレ補正の原理検証がスタートしました。
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しかし、当時は手ブレに関連する特許や文献もなく、手ブレを検出する民生用途に対応可能な小型・低コ

ストのジャイロセンサも存在せず、ゼロからのスタートでした。 

まず、手ブレ補正の目標を定めるために「手ブレとはどのような挙動なのか」、を明らかにするため、計

測用のジャイロを用いて静止時 ・歩行時 ・車載撮影時などの角速度データを取得し、振幅と周波数の分析を

行いました。また、人間の揺れに対する視覚的感度を把握するため、振動台にカメラを乗せて振幅と周波数

を変えて揺れた画像を被験者に見てもらい、画像の揺れに対する検知限界、許容限界に関する定量データを

取得しました。これらのデータを基に、手ブレ補正の目標仕様を具体化していく地道な取り組みを行いまし

た。 

ジャイロセンサの開発においては、カーナビ用として検討していた振動型

ジャイロの構造を音叉構造（Fig.6）にすることで信号検出の安定化を図ると

ともに、小型化・低コストと手ブレ検出に必要な性能の確保に成功し１９８８

年に 「音叉型振動ジャイロ」の製品化を実現しました。 手ブレ補正機能の開

発では、その振動型ジャイロの試作品を用いたプロトタイプカメラを試作し

て事業部門に提案を行いました。しかしながら、当時、国内市場では、８ｍｍ

ビデオカメラとＶＨＳ－Ｃのビデオカメラの小型・軽量化競争に打ち勝つこ

とが最優先課題とされ、厳しいサイズ制約の中での新機能提案は採用される

に至りませんでした。そうした状況の中、VHS カムコーダーが主流だった北

米市場において、同市場を担当していた松下寿電子工業株式会社にて 「世界初

の手ブレ補正機能」を差別化の要素として製品化することが決定し、引き継ぎ開始から2 年をかけて 1988

年６月に米国のCES （Ｃｏｎｓｕｍｅｒ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ Show）で発表し、 「世界初の手ブレ

補正機能搭載VHS カムコーダー「PV-460」として同年１２月に発売。多くのマスコミに取り上げられ、

ハイエンドクラスのカムコーダーとして累計約３万台のヒット商品になりました。 

ゼロスタートから製品化までの一連の開発プロセスを担当し、製品化の段階では数多くの課題が噴出し

ましたが、関係者の総力によって乗り越えることができ、技術者として非常に貴重な経験を積むことができ

ました。この経験は、その後の DVC や DSC における手ブレ補正技術、AF、ズーム機構などのレンズシ

ステムの先行開発に活かされ、常に「〇〇初」 「最薄」「最速」などのインパクトのあるお客様価値の創出を

目指して取り組んできました。 

これらの挑戦は、私自身にとって大きなモチベーションの源となり、関係部門との連携強化にもつながる

とともに、開発力の向上にも寄与しました。もちろん、高い目標設定を掲げたことで、要素技術を短期間で

具現化する難しさがあり、メンバーの苦労も大きなものでした。しかし、完成した製品が上市された時の達

成感と誇りは、何ものにも代えがたいものでした。 
 

＜参考情報＞ ～参考情報は下のQR コードからも閲覧できます。～ 

１） 「手ブレ補正技術の軌跡 | 日経クロステック（xTECH） （第1 回～第10 回） に連載記事として掲載され

ています。ご興味のある方はぜひ参照ください。 

（https://xtech.nikkei.com/dm/article/FEATURE/20100705/183965/） 

２） 各種手ブレ補正の原理と特徴 

手ぶれ補正機構 - Wikipedia 

３） 論文 「VHS camcorder with electronic image stabilizer」  

M.Oshima, T.Hayashi, S.Fujioka, T.Inaji, H.Mitani, J.Kajino, K.Ikeda, K.Komoda, 

IEEE Transaction on Consumer Electronics,Vol.35、No.4,November 1989. 

４） LUMIX における手ブレ補正機能について （最新技術解説） 

【LUMIX Ability】手ブレ補正機能について解説｜LUMIX Magazine 
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